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研究成果の概要（和文）：　本研究では、サードエイジの選択肢として就労を含めた生産的活動、市民活動、社
会参加活動を取り上げ、活動参加による適応や発達について、7つの研究を行って検討した。
　その結果、働いている人は60歳を過ぎても引退後に何をしたらいいかのプランを持っていないことが判明し
た。また、サードエイジ期に漫然と働き続けることでは、主観的幸福感を高めず、発達もなし得ないこと、社会
参加や市民活動に取り組むことで主観的幸福感が高まり、世代性の発達を遂げられることが明らかになった。サ
ードエイジ期にも積極的に新しいことに挑戦し、新たな出会いや経験を積むことで円熟したサードエイジ期とな
ることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：　This study aimed to explore how to live in the third age. We proposed 
productive activity, civic engagement, social participation as options for third agers. We conducted
 seven researches. 
 The results: 1) many of the working people had no plan after retirement after the age of 60. 2) the
 people who continuing to work after the age of 60 showed lower life satisfaction, sense of 
community and general trust than non-working people. 3) people who engage in civic or social 
activity showed better subjective well-being, higher sense of community and generativity. Civic and 
social activity is important for their adaptation. Third ager can develop as a mature person and be 
a good citizen through these activities. The findings suggested that work after mandatory retirement
 cannot be source of a purpose in life anymore and that a challenge for new experiences, meeting 
various new people is important for improving third agers’ subjective well-being and promote their 
mature growth.

研究分野： 社会老年学、社会心理学

キーワード： サードエイジ　　　　サクセスフルエイジング　発達　生産的活動　社会参加活動　　市民活動　高齢
就労
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現在のサードエイジの人々は前の世代より身心ともに健康であり、定年後の期間も長くなくなったにも関わら
ず、前の世代の適応なロールモデルがなき、サードエイジ期をどう生きるかについて戸惑っている。高齢期の適
応についての既存の理論は具体性を欠き、現実の人々への示唆を与えられない。本研究では市民参画モデルに基
づき、生産的活動、市民参加と社会参加を取り上げ、その効果を科学的なデータに基づき、サードエイジ期の新
たな適応・発達モデルを検討した。本研究の結果、ただ長く就労を継続するのではなく、何か新しい活動に挑戦
することの重要性が人々に示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  
研究の社会的背景：サードエイジをめぐる現状 
 サードエイジとは定年を迎えた後に身体の不自由が生じるまでの元気な期間のことをさす。
2013 年 4 月からの高年齢者雇用安定法の改正により、65 歳の就労が原則保証されることになっ
たこともあり、大多数の企業が設定する 60 歳での定年の際の選択肢に就労が加わった。しかし
高齢者就労の雇用形態は多くは嘱託やパートタイムであり、給料は下がり、地位もない。高齢者
が望むような勤務時間の柔軟性も欠き、一概に魅力的な選択ではない。片桐(2007)の調査結果で
も、60 歳では主観的幸福感に対して就業はプラスの効果が観察されず、就業していて、かつ社
会参加をしているときに、主観的幸福感に高くなっていた。サードエイジの社会とのかかわり方
は社会参加、市民参加、ボランティア、生涯学習も考えられるが、それぞれの活動にどのように
参加したらいいのか、どんな効果が期待できるのかなど選択の際に考慮すべき情報はあまりな
く、それぞれの選択肢を勘案して選択できるような社会的な状況にはまだ至っていない。 

研究の学術的背景 
1）高齢者の適応に関するモデル 
高齢期の適応に関するモデルには、活動理論、サクセスフル・エイジング理論(Rowe & Kahn, 
1998)、補償を伴う選択的最適化理論(以下 SOC 理論)（Baltes & Baltes, 1990）、社会情動的選
択性理論（以下 SST 理論）(Baltes & Carstensen, 2003)がある。中年期の活動水準をできるだ
け保つことが高齢期の適応にプラスだという活動理論は、サードエイジに適切ではあるが、この
理論はいかに活動レベルを保つか、という方略がない。サクセスフル・エイジング理論は、身体
的に健康で認知能力を維持し、人生への積極的関与をすることがサクセスフル・エイジングだと
するが、活動理論と同様、いかに人生に積極的に関与するかについては具体的方略を欠く。資源
を集中させる目標を選び、目標の達成に向けて資源を最大限活用し、資源の減少を他の資源で補
う過程を捉えるという SOC 理論、肯定的感情を最大にし、否定的感情を最小にする情動調整を
行うという SST 理論は、健康で、リソースの減少がまだ少ないサードエイジには適当ではない。 

2）社会参加に関するモデル：社会参加位相モデル 
 片桐(2012)は社会参加位相モデルを提案し、広範に及ぶ社会活動を 4 つの位相分けて、それぞ
れの促進阻害要因と、4 つの位相がもたらす効果の違いについてのモデルを考案している。社会
参加活動は「フェーズ０：何も活動していない状態」「フェーズ１：一人でする趣味活動」「フェ
ーズ２：グループ活動」「フェーズ３：ボランティアなどの社会貢献活動」の 4 段階に分類され、
「フェーズ３：ボランティアなどの社会貢献活動」に関しては、特に退職シニア男性が入りやす
いグループが少ないことや。ボランティアを評価し受け入れる施設が少ない、などの社会システ
ム的な要因が阻害的に働いていることを明らかにした。 
 社会参加の効果に関しては、フェーズが上がるほど、主観的幸福観が高まる様子を明らかにし、
ボランティアなどの無償労働は高齢者の主観的幸福感を高める。さらに社会の視点からはフェ
ーズがあがるほど社会への貢献が大きいというモデルである。しかし、このモデルは社会参加活
動のみを対象にするため、就労を続けるサードエイジが増加した現在、就労を含めたより統合的
なモデルに発展させる必要がある。 
 そこでこれまで退職シニアの活動領域を社会参加位相モデル(片桐，2012)をふまえ、社会参加
のみならず、市民活動、生産的活動にまで拡大したサードエイジの市民参画モデルを提案した
(片桐，2017)。 
 
２．研究の目的 
 サードエイジの市民参画モデル(片桐，2017)で提案した社会参加活動、市民活動、生産的活動
の 3 種類から、シニアが実際どの活動を選択しているのか、その活動参画により、サードエイジ
の適応の様子や、サードエイジ期にどのような発達が可能なのかを既存データの二次分析と新
たな調査によるデータを検討し、それを踏まえてサードエイジの発達モデルを考案することを
目的とした。 
  
３．研究の方法 
 本研究では、既存データの二次分析及び新規調査を実施した。 

① 大阪ガス CEL 研究所が 2016 年に実施したインターネット調査の二次分析 
  東京と大阪に居住する定年がある会社に勤務している、或いは勤務経験のある 40 歳～80 歳 
  の人に対して実施したインターネット調査。サンプル 924 人。 
  40 歳から 80歳までの人を対象にして、いつ頃から引退後のプランを考えているのかなどを 
  検討することが目的であった。 

② JGSS2012 の二次分析 
  全国に居住する 20-89 歳の人々からランダムサンプリングによって実施された調査 
  活発な参加と不活発な社会参加の効果の違いの検討、社会参加が仕事役割の代替になり得 
  るのかの検討、これらが若い人、中年とシニアで違いが見られるのかを検討することが目的 



  であった。 

③ 国際比較のための価値・信頼・政治参加・民主主義指標に関する４波のパネル調査の日本デ
ータ（含 WVS2010，ABS3，CSES4)，2010-2013 の二次分析 
  データセットから、40歳から 64歳の日本と韓国のデータを用いて、就労者と就労していな 

い人に焦点を当てて両国のエイジズムの違いを検討することを目的とした。エイジズムは  
近年高齢就労者から労働の機会を剥奪するものとして注目が集まっている。近年 60 歳以降
の人の労働力率が上がっているが、彼らの労働機会を阻害し、職場環境や高齢者自身の労働 

  意欲を阻害する要因としてエイジズムに着目した。 

④ 東京都練馬区、兵庫県神戸市と宝塚市に居住する 50 歳から 74 歳の居住者に対する郵送調査 
  選挙人名簿から練馬区 1000 名、神戸市 1000 名、宝塚市 500 名を抽出し、郵送調査を実施し 
  た。実施期間は 2019 年 11 月。回収率 42.6％（N = 1065） 
  本調査では、サードエイジの市民参画モデルを総合的に検討することを目的とした。社会参 

加、生産的活動、市民参加をすることがサードエイジの人々にどのような影響を与えるの  
か、また、生涯を通して考えた時に、この時期にも人は発達しうるのかを、エリクソンのモ 

  デルを基礎として検討することを目的とした。 
⑤ 兵庫県宝塚市に居住する 60 歳から 79 歳を対象として郵送調査 
  選挙人名簿から 1000 名を抽出し、2019 年 11 月に郵送調査を実施した。回収率 45.6％ 
 （N ＝ 456） 
  本調査は、④の調査で詳しくは検討できなかった、社会参加活動のうちの生涯学習の効果 
  について検討することを目的として実施した。 

⑥ 宝塚市が実施した高齢者のトライアル就労調査 
  宝塚市は、人手不足に悩んでいる介護施設での人手を確保すると同時に高齢者に対して生 
  きがいを提供するために、トライアル就労事業を 2019 年から実施しており、本事業に参加 

した高齢者に対して、パネル調査や介護施設での就労の様子のフィールドワークやインタ
ビュー調査を組み合わせるミックスメソッドにより、多面的な調査を実施した。全参加  
者 67 名、第 1波回答者 63名、第２波回答者 59名。本事業に参加した要因や参加したこと
による効果を検討することを目的とした。 

⑦ 宝塚市生涯学習施設フレミラにおけるパネル調査 

宝塚市社会福祉協議会が管理・運営する生涯学習施設の 2 年間の生涯学習クラスに参加し
た高齢者を対象として、参加の効果を検討するために、開始時と終了時の回パネル調査を実
施した。全受講生 114 名のうち、第 1波回答者 113 名、第２波回答者 94 名。 

４．研究成果  
 本研究の申請時からさらに高齢者の就労は進み、2018 年には男性では 60歳代前半で 81.1％、
後半で 57.2％、女性では 60 歳代前半で 56.8％、後半で 35.6％に達しており、サードエイジ期
には働いているが多いということが前提となった。そこでサードエイジの市民参画モデにおけ
る 3種類の活動への参加を単純に比較検討するのではなく、就労にのみ従事するのか、就労と社
会参加をするのかなど、就労との組み合わせによる効果に着目して検討することにした。 

 以下に本研究から判明した結果をまとめる。 

1）定年引退後の具体的なプランのなさ 
 研究①から、現役世代から、定年を経て働き続ける人達が、引退したのちの生活プランを考え
ていない人が大半であることが判明した。定年の 60 歳がほとんど引退を意味した少し前までと
は異なり、多くの人々が定年後も少なくとも 65 歳までは就労を続けられるように法律が改正さ
れた。しかしいまだに多くの会社では 60 歳を定年の節目としており、そのあとの労働条件は現
役時代とは違って厳しくなることがあらかじめわかっているにもかかわらず、65 歳まで働ける
ことに安心して、多くの人々は引退後の生活について考えることを以前より単に 5 年先延ばし
をしている様子が明らかになった。つまり、スムースに引退過程に適応し、積極的にその後の人
生を選択しているとはいい難いことが明らかになった。 

2）高齢就労は生きがいにはならない 
 就労している男性は、仕事をしているだけでは、自尊心を保てず、仕事のみをしている人より、
仕事と社会参加を両方している人の方が自尊心が高い（片桐，2017）という知見が本研究でも確
認され、仕事はもはや生きがいになり得ないことが示された。 
 調査④⑤調査結果において、60 代前半は 84.4％、後半 64.8％、70 代前半 38.4％と高い就労
率を示していた。回答者の中で就労している人としていない人を比べると、主観的幸福感のうち
人生満足度、ソーシャル・キャピタルの指標のうちコミュニティ感覚と一般的信頼は就労してい
ない人の方が就労しているより有意に高く、そのほかの尺度では有意な差が観察されなかった。
つまり、就労のポジティブな結果は全く観察されず、高齢就労において、仕事は生きがいになり
得ないことを示唆する結果となった。 

3）就労が発達を促すケース 

 調査④⑤では、就労のプラスの効果が全く見られなかったが、就労により発達が促されるケー



スが、調査⑥では観察された。それは主としてそれまであまり働いたことのない女性が、高齢期
に初めて介護施設においてトライアル就労に参加した場合である。トライアル就労に参加した
高齢者においては発達の指標である世代性のスコアが向上した。解釈としては、あまり就労経験
のない人達が新しい経験により発達したのではないか、ということである。介護施設で暮らす高
齢者と接する仕事の内容が、参加者に人生に対する考察をさせ、また高齢期になって労働による
金銭の対価を受け取り、施設から役に立つ人材として評価されたことが、世代性を高める要因と
なったのではないかと推察される。 

4) 新しい経験の重要性 
 調査④⑤と調査⑥の就労の効果の違いは、高齢期まで就労を続けてきた場合は、就労は惰性と
なり、刺激となって発達を促したり、喜びをもたらしたりしえないが、高齢期に新たな経験とし
て行う介護の仕事は、成長を促す可能性があると考察される。 
 これは一つには、若い時から就労をしてきた人にとっては、高齢期に就労以外の社会参加や市
民活動において生きがいの源泉となるような活動の場を持つ必要性と、高齢期にあたらしい経
験をする、また新しい経験にチャレンジできるメンタリティと柔軟性を持つことの重要性を示
唆する。 
 実際のフィールドにおいて調査を行った調査⑥トライアル就労と調査⑦の生涯学習の参加者
においては、トライアル就労の参加者には世代性の発達が見られたのに対し、調査 7）の生涯学
習参加者では、このプログラム以外の活動を行っていない参加者では世代性の発達が見られず、
生涯学習とほかの社会参加活動をしていた参加者には世代性の発達が見られた。 
5) 地域性 
 調査④において、社会参加率を算出したところ、全体では 79.3％と高くなっていた。男女差
は殆ど見られなかったが、地域差があり、神戸市 81.0％、宝塚市 82.1％、練馬区で 75.5％であ
った。練馬区では 2008 年にも同様の調査を実施しており、その時の社会参加率は 4割程度であ
ったことから、2倍近くも参加率が上昇したことになる。 
 社会参加の内容を検討したところ、2008 年調査では殆ど参加が見られなかった PTA 活動への
参加者が 64 名に達していた。晩婚化が進んだため、50 歳代になっても子育て中の人が多くなっ
たことを意味する。PTA の活動は子どもの学校の卒業とともに終了する活動と考えられるため、
PTA 活動を除いて社会参加率を算出すると、男性 47.4％、女性 42.8％。神戸市 45.8％、宝塚市
47.4％、練馬区 43.1％となり、以前の参加率と類似の結果となった。PTA はアクティブに関与せ
ざる負えない活動であり、子育て期間が以前より高齢化したため、50 歳代になっても社会参加
を促す要因となっているが、それ以外の社会参加は、高齢社会白書にて報告されている 6割程度
の社会参加率よりは低いと考えられ、国全体では都市部と地方を含み、社会参加率が高い地方に
比べ、今回の調査対象地域が都市や都市部郊外であるという地域性に起因すると考えられよう。 

6）社会参加・市民参加の重要性 
 実施したすべての調査において、社会参加による主観的幸福感や発達に対する効果が一貫し
て見られた。調査④においては、サードエイジの市民参画モデルで取り上げている社会参加、市
民参加、生産的活動のすべてについて検討したが、社会参加は主観的幸福感として検討した自尊
心を高め、孤独を癒し、うつ症状を低めていた。ソーシャル・キャピタルとして検討したコミュ
ニティ感覚と良き市民尺度も高くなっていた。ボランティア、投票行動などを含めた市民活動も
ほぼ同様の結果であったが、うつ症状との関連は見られなかった。前述したように、就労の効果
のプラスの効果は見られず、コミュニティ感覚は逆に就労している人の方が低いという結果に
なった。 
7）職場におけるエイジズム 
 日韓の就労者と非就労者におけるエイジズムを比較した調査③では、日韓の中高年就労者に
おいては、資本主義的な競争主義はエイジズムを低めていた。これは、実力主義的な考え方の持
ち主は、年齢にかかわらず生産性の高い人を評価するということを示唆する。日本も韓国の一律
に定年で引退を強いるシステムを採用しているが、高齢者になっても実力のある人は、現役世代
からもきちんとそのように評価され、そのような高齢就労者が増えれば職場におけるエイジズ
ムが減少することを示唆する結果である。 
 
[総合考察] 
 すべての研究の結果を総合すると、サードエイジ期の就労は経済的にはプラスになるものの、
社会心理学的には単純にプラスの効果があるとはいいがたいことが明らかになった。現役時代
と同じ会社で、同じような仕事を給料や評価が現役世代に比べて劣化した状態で働き続けるの
では、充実したサードエイジ期を過ごすことは難しい。それに対して、社会参加や市民活動など
就労以外の活動にも関わることが主観的幸福感を高め、エリクソンのいう世代性を高める。そこ
では新しいネットワークや価値観との出会いというのが重要なのだと思われる。就労だけを続
けることがいけないというのではない。現役世代と同じように生産性を保って働くことは職場
におけるエイジズムを下げる可能性がある。さらに同じ会社で働き続ける際にも、意識を切り替
え、後進の指導などそれまでとは違う立場で働き、世代交流や次世代の育成にかかわることは、
同じ職場においても新しい経験となり得ると想像される。 
 サードエイジ期における発達は、この定年後の元気な時期に何か新しいことに挑戦し、アクテ



ィブに活動することが重要であることが判明した。つまり、生涯発達という視点からみれば、以
前は余生であった定年後の時期にも、人々は次の世代の育成につながるような成熟した発達を
なしうるということが本研究から明らかになった。 
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